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発表の概要 
日本の大学におけるICT教育の進化 

1. 戦略的大学連携GPの成果 

2. 「日経新聞電子版を使ったキャリア教育」 

a. グレクサビデオの教育的効果とFD 

b. e能力アセスメントの教育的効果とFD 

c. 学生評価 

3. TIESのMoodle化：Next TIESの展望 



TIESの誕生と進化 
HISTORY OF TIES 沿  革 

TIES 
プロジェクト 

開始 

1996年 

TIES1 
 

帝塚山大学 
講義利用開始 

講義の社会公開 

1998年 

TIES2 
 

連携・共有・公開 
のビジョン 

1999年 

TIES3 
 

TIES教材開発室 
開設 

2001年 

サイバーキャンパス 
創価大学 

愛知学院大学 
関西学院大学 

名古屋学院大学 
帝塚山大学 

2003年 

文部科学省 
ｻｲﾊﾞｰｷｬﾝﾊﾟｽ整備事業採択 

NPO法人 
CCC-TIES設立 

2006年 

TIES4 
 

ASP開始 

2004年 

TIES5 
 

Live!TIES配信 

2007年 

生涯教育事業 
「産経eカレッジ 
みんなde大学」 

開始 

2008年 

TIESのMoodle化 
NPO法人CCC-TIES 
1（社）CRM協議会 
ベストプラクティス賞 
2 文部科学省教育関係 
優良NPO法人選択 

2010-11年 

文部科学省 
 特色GP採択 

文部科学省 
 ｻｲﾊﾞｰｷｬﾝﾊﾟｽ整備事業採択 

文部科学省 
 教育GP採択 

文部科学省 
 戦略的大学連携採択 

5大学連携 
 甲南大学 
関西学院大学 

武蔵大学 
成蹊大学 

帝塚山大学 

2000年 

 
 

TIES SaaS 
開発開始 
同一の教育 

プラットフォーム 
による教育の継続 

 
 

2009年 



TIESコミュニティの成長 

  2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年10月 

TIES参加大学 51 66 73 74 78 83 

教員ユーザー数 320 801 907 1,021 1,099 1,157 

学生ユーザー数 15,099 32,935 46,667 51,783 60,065 70,009 

講義数 548 817 1,053 1,345 1,582 1,776 

授業ビデオ数 660 1,879 3,212 6,181 8,470 9,941 

素材コンテンツ数 9,861 15,429 20,801 27,052 33,258 37,066 

公開講義数 134 186 228 254 285 297 



1. 連携大学教員による 
日経電子版キーワード解説とクイズ 

• キーワード＆クイズ数 43個 

• 主なキーワード 

スマートフォン／不正ソフト／預金保険機構 
／経常(利)益／ IPO ／ 優先監視国／ 介護
保険／ コンテナ型データセンター／ マイコ
ン／ 脆弱性＇ぜいじゃくせい（ ／ 節電／ コ
ンセッション方式／ 一極集中／ エネルギー
基本計画／ グローバル人材／ クラウド／ 
裁判員制度／コンパクトシティ／ PFI ／ 控
訴＇審（ ／ ETF ／ 著作権 ／値上げ抑制／ 

 

2. 学士力向けの実践的問題の追加 

• クイズ数 125個 

日経キャリア教育前期 



日経キャリア教育のクイズサンプル 

日経キーワード重要500
のクイズ 

91人の学生が解答： 
正解率は41％～63％ 

今週のキーワードのクイズ 
26人の学生が解答： 
正解率は約95％ 



前期の受講生対応 

対応内容 回数 

受講登録案内メール 12回＇１×12人（ 

講義配信日お知らせメール 49回＇講義回数×12人（ 

講義配信日変更のお知らせメール 25回＇講義回数×12人（ 

未学習の学生に対するメッセージ 12回＇講義回数×11人（ 

問合せ・学習指導 4件 

戦略連携ＧＰ 
eラーニングによる単位互換 

問合せ・学習指導の主な内容 
講義で利用するアプリケーション「ACCESS」を持っていない件に関して 
＇コンピュータ会計（ 
帝塚山大学のポータルサイトから見ると欠席扱いになっている件。 
解答期間の延長について。 

 



「日経新聞電子版を使ったキャリア教育」 
グレクサビデオの効用 

インデックス単位
の編集 

クイズやしおりを作成・追加 



受講生の学習画面 

グレクサビデオの効用：講義の改善 

クイズポップアップ画面 



e能力アセスメント＇前期（ 



学生の授業評価＇前期（ 

1. 日経新聞を読む、経済を知る、世の中を知る、私が学ぶきっかけがほしかったものがこの授業に
は含まれている。 

2. 日経テストでよい点を取ることは最大の目的ですが、この講義を通して一般知識を身につけ、それ
以上に問題を与えられて考えるのではなく自分自身でいろいろな事柄から問題を見つけることの
できる力をつけることが目的です。 

3. 日経電子版のキーワード・確認クイズや日経重要500 のキーワード・確認クイズはとても役に立ち
ます。日経TEST でさらに良い点数を取ることが重要などというだけでなく、日経新聞や日経ビジ
ネスを読むときなど、実生活で役立っています。 

4. 確認クイズ等、知らないことばかりなので役に立ちますし、就職活動の中でわからない言葉がある
と調べる習慣がつきました。テストも点数を取って生かしたいと思います。 

5. 社会で生きていくための糧になればと思っています。少しでも多くの知識をつけて将来に備え、で
きれば日経TEST で高得点でもとれればと思っています。 

6. 新聞の読み方が変わりました。私は全部読まなければならないと必死に読んでいたのですが、全
部読んでも結局ほとんど忘れてしまうので、あまり意味がありませんでした。部分部分を自分なり
に理解した上で読むということがわかったので、読み易くなりました。 

7. あまり聞かない言葉が多いので、語彙力アップに役立ちますし、授業で多くの業界を学ぶことが出
来るので就活にも役立てることが出来ています。 

8. 新しい知識や物事の見方が得られました。先生から見た物事と自分からの見た物事が違います
からたくさんの知識を得られます。 

9. 今まで自分が思っていた常識とまた違った見方が授業の中で出てくるので新しい知識や物事の見
方が得られていると思う。特に日本人はそういった自分の常識にとらわれている人が多いので自
分の常識を見つめなおすのは大事なことだと思う。 

10. 学習意欲が高まりました。自分が成長するにはやっぱり知識が必要です。この授業をうけて先生
からもっと経済の話とかビジネスモデルとか金持ちの考え方などの話をしてほしいです。 



受験者からの結果報告 
520 点 
482 点 
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422 点 
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スコアに関する日経TEST の解説
は http://ntest.nikkei.jp/score/ 

日経TEST 



日経TESTの結果＇6月5日実施（ 

1. 時間配分を間違えて最後の方の問題は適当に答えて何とか全部埋めました。 問題は
普段この授業で出される問題よりは少し簡単だったように感じました。 震災関連の問題
が少し出題されていました。 

2. この講義で出題された日経問題やテキストで勉強し日経テストに臨んだのですが、私自
身が勉強不足なのと、経済状況などを知らなさ過ぎていることを重く心にグサリときまし
た。 けど、日経テストの結果はどうあれ、自分にとって良い経験だったと思ってます。 
日経テストを受けた機会を利用して、これからの経済を知ろうと 改めて思いました。 

3. 日経テストを受ける前にあまり準備をしなかったので、中々難しかったが、なかには聞
いたことのある単語も数多くあったので、しっかりと勉強すればそこそこの点数は取れる
ようになるだろうと感じた。 

4. 受験者の年齢層が高く、少し緊張しました。 私は京都会場の立命館大学で受験したの
ですが、 周りはビジネスマンばかりでした。 ビジネスマンの中でも新入社員な雰囲気の
方よりも、もっと上な年代の方が多かったように思います。 また、大学の経済学部もそう
ですが 男性ばかりで 居心地が少し悪かったです。 同年代の受験者も多少はいました。 

5. 中学時代から朝夜のニュースを欠かさず見ていたせいか、思ったよりも解けた印象です。 
さらに元理系なので、テクノロジーなどに関しては興味があり、特に点数を稼げました。 
逆に会計分野に関しては極端に点数が取れていないのが現状です。 日経新聞電子版
見て、会計分野の知識を養いたいと思うのですが、あまりにも自分が会計に対して無知
なせいで読んでも、内容がきちんと理解出来てないのが問題点です。 



Next TIES 
戦略的大学連携の拡大とMoodleグループとの連携 

  

1. コミュニティ 
2. 標準化 

1. 日経TEST関連教材 
2. 就職支援・卒業生支援 
3. 電子書籍 
4. 有料コンテンツ配信 


